
１．はじめに
能登半島南部に位置する七尾市からのサメの歯化石

の産出について，これまでに２つの地層からの報告が
はん の うら

ある．その一つは中部中新統半ノ浦礫岩層（七尾市能

登島半ノ浦町．旧：鹿島郡能登島町半ノ浦）からの産

出 の も の で あ る（Ishiwara，１９２１；柄 沢，１９８３；

Karasawa，１９８９）．もう一方は中部中新統七尾石灰質

砂岩層（七尾市津向町大杉崎，藤橋町岩屋及び白馬

町）から産出したもので，野村ほか（１９９１），水津

（２００１）および野村（２００２）の報告がある．これらの

化石産出層である七尾石灰質砂岩層と半ノ浦礫岩層

は，地層名は異なるが時代的にはほぼ同じ中部中新統

（１４Ma）の地層である．

今回報告するサメの歯化石の産出層は前述の２つの

地層と時代が異なり，七尾石灰質砂岩層の上位に位置

する中部中新統海緑石砂岩層と上部鮮新統崎山シルト

岩層である（図２）．先行研究ではこれらの地層から

のサメの歯化石の産出報告は無く，今回の記載が初め

ての報告である．さらに，先行研究のサメ種に加え

て，七尾地域に生息したサメの化石種とその生息期間

を検討した結果，アオザメの一種 Isurus hastalis は後

期鮮新世まで生息した可能性を示した．

なお，本報告に使用する標本は，七尾市立北嶺中学

校科学部（１９７５，１９８４）と七尾野尻湖友の会（１９８２，１９９６，

２０００）の活動の中で採取されたもので，七尾市少年科

学館に保管・展示されている．

２．サメの歯化石の産地と地層
サメの歯化石の産地は図１と図２に示した３地点で

あり，いずれも石川県七尾市の北東部に位置する崎山
えの とまり

半島にある．その一つは七尾市江泊町タテリ海岸

（図１と２の G 地点，海緑石砂岩層）である．残る
うの うら

２地点は崎山シルト岩層であり，七尾市鵜浦町中浦

（図１と２の S１地点，シルト岩層）の露頭および七
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図１ サメの歯化石の産地（国土地理院５万分の１地形図「こぐちせと」の一部使用）
産地，G：七尾市江泊町タテリ（海緑石砂岩層）

S１：七尾市鵜浦町中浦（崎山シルト岩層）
S２：七尾市岡町（崎山シルト岩層）

図２ サメの歯化石の産地と崎山半島の地質分布図
産地，G：七尾市江泊町タテリ（海緑石砂岩層）

S１：七尾市鵜浦町中浦（崎山シルト岩層）
S２：七尾市岡町（崎山シルト岩層）
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尾市岡町の聖安寺裏の崖（図１と２の S２地点，シル

ト岩層の粗粒砂質部）の崩落防止工事現場である．な

お，S１と S２地点は現在コンクリート壁である．

１）海緑石砂岩層（gl）
本層は暗緑色の海緑石質粗粒砂からなる砂岩層で，

層厚が２m 前後と薄いが，能登半島の鍵層である．

七尾市では下位の庵（赤浦）砂岩層と上位の虫崎泥岩

層（和倉珪藻泥岩層）の間に整合関係で存在し，中期

中新世の１４～１３．５Ma とされている（�野，１９９３）．

崎山半島の海緑石砂岩層は他の地域の海緑石砂岩層と

比べ多様の化石を含み，本報告のサメの歯化石のほか

に，Kaseno（１９６４）は Desmostylus japonicus 右 下 顎

第３大臼歯を，野村・高�（２０００）はシカ科左上顎骨

片を報告している．また，七尾野尻湖友の会の化石採

取活動の中で，珪質海綿類，貝類，クジラ類の骨，植

物の葉や球果等々が発見されている．下位の庵砂岩層

は化石を含まないことから，産出化石は一次堆積物と

考えられる．

２）崎山シルト岩層（cs）
本層は貝類や有孔虫類等の化石を豊富に含む石灰質

シルト岩層で，本層の下部に連続するコンクリーショ

ンが発達する．また，岡町（図１と２の S２地点）に

おいては一部に粗粒砂質部を挿さんでいる．本層は西

側と北側で下位の赤崎泥岩層に，東側で伊掛山断層を

境に百海礫岩層や庵砂岩層に囲まれ，崎山半島中部の

山地を形成している．崎山シルト岩層は厚さ最大２００

m で鮮新世後期（３．５～２Ma）の地層で，下位の赤

崎泥岩層は厚さ１００～２００m で，鮮新世前期（５～３．５

Ma）の地層である（�野，１９９３）．一方，崎山シルト

岩層と対比される薮田シルト岩層（富山県氷見市に分

布）の年代について，渡辺（２００２）は珪藻化石の再検

討 か ら 薮 田 層 下 部 を３．１Ma と し，大 久 保 ほ か

（２０００）は珪藻化石の検討から薮田層中部を２．７－２．６

Ma としている．崎山シルト岩層産の化石として，

Otuka（１９３５）は 貝 化 石１４種 を 報 告 し，Kaseno

（１９６３）はこの化石群が「大桑－万願寺動物群」に属

すると報告している．その他，七尾市立北嶺中学校科

学部の化石採取活動の中で，魚類骨格（カサゴ科）や

セミクジラの肋骨等が発見されている．下位の赤崎泥

岩層は海綿骨針と珪藻化石等しか含まない（野

村，１９９８）こと，崎山シルト岩層から産するオウナガ

イの多くが合弁殻であること，ほぼ完全な魚類骨格化

石の産出等から，崎山シルト岩層産の化石は一次堆積

物と考えられる．

３．サメの歯化石の記載
海緑石砂岩層と崎山シルト岩層から産出した歯化石

のサメの種と産出数を表１に示す．本報告でのサメの

分 類 は，Cappetta（１９８７），Springer and Gold（１９９２，

仲谷訳），Kent（１９９４）に従い，化石歯に関する用語は

矢部・後藤（１９９９）に従った．さらに，歯の計測部位と

その計測名は上野・坂本・関根（１９８９）に従った．下記

に採取されたサメの歯化石を記載する．

Class Chondrichthyes 軟骨魚類綱

Subclass Elasmobranchii 板鰓類亜綱

Order Squaliformes ツノザメ目

Family Squalidae ツノザメ科

Genus Dalatias Rafinesque，１８１０ ヨロイザメ属

Dalatias licha（Bonnaterre，１７８８）

図３，１b

１９７５. Dalatias licha（Bonnaterre）：Uyeno et Matsushima,

p.４６，pl.２，figs. ２a, b.

１９９８. Dalatias licha（Bonnaterre）：Yabe et Hirayama,

p.３８，fig.６－２.

２００２. Dalatias licha（Bonnaterre）：Nomura, pp.１３－

１４，pl.４，figs. ９a-b.

種の定義：歯の形態は上顎と下顎とで大きく異な

る．上顎歯は幅狭く尖る．下顎歯の歯冠は幅広い刃の

ような三角形で，細かい鋸歯縁を備える．歯根の唇側

に歯冠からの２本の基底突起を伴う．

資料：海緑石砂岩層から２点採取された．歯根部を

欠く右下顎歯の咬頭片と，ほぼ完全な歯冠を持つ左下

顎歯（標本番号 NGD０１とする）である．

記載：左下顎歯（NGD０１）の歯の特徴は下記の通

りである．歯は非常に薄く，三角形の歯冠は遠心へわ

No. 種 名 GS SS

① Dalatias licha（Bonnaterre） ２

② Carcharias acutissima（Agassiz） １

③ Carcharias cuspidate（Agassiz） ２

④ Carcharodon carcharias（Linnaeus） １

⑤ Isurus desori（Agassiz） １

⑥ Isurus hastalis（Agassiz） ６ １

⑦ Isurus planus（Agassiz） ６

⑧ Carcharocles megalodon（Agassiz） ２

⑨ Parotodus benedeni（Le Hon） １

⑩ Carcharhinus cf. egertoni（Agassiz） １

⑪ Carcharhinus sp. １ ２ ４

⑫ Carcharhinus sp. ２ １ ４

⑬ Sphyrna sp. ２

表 1 産出した歯化石のサメ種と点数
GS：海緑石砂岩層，SS：崎山シルト岩層
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ずかに傾いている．近遠心縁は明瞭な鋸歯状であり，

鋸歯は非常に小さく不揃いであるが，それらの鋸歯尖

は一様に上方へ向いている．鋸歯は５～６個／１mm

で，近心縁上に４７個，遠心縁上に３０個，遠心踵上に８

個ある．ほぼ完全な近心基底突起と，遠心側を欠損す

る遠心基底突起の２本が歯根唇側面を覆っている．

計測値：歯高（咬頭尖～近心基底突起端）が１２．０

mm，歯冠舌側面高が８．４mm，歯幅が６．９＋mm，歯

厚が１．９mm である．

備考：Dalatias 属の化石は，アジア，ヨーロッパ，

ニュージーランドおよびロシアの新生代の地層から知

られていて，現生種 Dalatias licha と同一（Cappetta，１９８７）

で，単一種である．

Order Lamniformes ネズミザメ目

Family Odontaspididae オオワニザメ科

Genus Carcharias Rafinesque，１８１０ シロワニ属

Carcharias acutissima（Agassiz，１８４３）

図３，１０a, c

１８４３. Lamna（Odontaspis）acutissima Agassiz : p.２９４，

pl.３７a, figs.３３，３４.

１９８９. Eugomphodus acutissima（Agassiz）：Karasawa,

p.１２，pl. I, figs.１１，１２.

１９９４. Carcharias acutissima（Agassiz）：Kent, p.４０，

text-figs.９．２，D-F.

２００２. Carcharias acutissima（Agassiz）：Nomura, pp.

２２－２４，pl.３，figs.１１，１２.

種の定義：歯冠は細長く伸長し，側面観で強く湾曲

する．歯冠の唇側面に多数の明瞭な線条を伴う．

資料：海緑石砂岩層から，近遠心根と近遠副咬頭を

欠損する１点（標本番号 NGAC０１）が採取された．

記載：錐状に鋭く尖る咬頭尖が唇側へ弱く傾くが，

細長く伸びる歯は側面観で縦長の C 字型に湾曲して

いる（図３，１０c）．咬頭の唇側面は滑らかな弱い凸状

面であるが，歯冠基底縁のほぼ中央から咬頭中ほどに

至る浅い凹状の溝を示す．舌側面は強い凸状で蒲鉾型

を示し，歯冠基底縁から咬頭の中ほどへ至る多数の線

条を有する．基底縁での線条の数は２８本であるが，そ

の線条は不規則に結合したり分岐し，途中で消失また

は出現するなど多様に変化する．近遠心縁は鋸歯のな

い切縁である．歯根舌側隆起が発達する．細長い咬頭

が遠心へ弱く傾くことから，右下顎前歯の第２か第３

歯と考えられる．

計測値：歯冠舌側面高が１８．２mm，歯冠唇側面高が

２１．９mm，咬頭基底幅が７．３mm，歯冠厚が４．９mm で

ある．

備考：日本では漸新世～中期中新世に発見されてい

る（Karasawa，１９８９）が，世界的には漸新世～鮮新

世 に 発 見 さ れ て い る（Cappetta，１９８７）．本 種 C.

acutissima と比べて，現生種 C. taurus の歯冠はやや幅

広く，線条が顕著でない（Kent，１９９４）．

Carcharias cuspidata（Agassiz １８４３）

図３，１１a

１８４３. Lamna cuspidata Agassiz : p.２９０，pl.３７a, figs.

４３－５０.

１９８９. Eugomphodus cuspidata（Agassiz）：Karasawa, p.

１３，pl. I, figs.１３－１７.

１９９４. Carcharias cuspidata（Agassiz）：Kent, p. ４３，

text-figs.９．３，G.

２００２. Carcharias cuspidata（Agassiz）：Nomura, pp.

２４－２５，pl.３，figs.１３，１４.

種の定義：歯冠は細長く伸長し，側面観でゆるやか

に S 字型の湾曲を示す．歯冠の舌側面に線条を伴わ

ない．一対の副咬頭を備える．

資料：海緑石砂岩層から２点が採取された．１点

（標本番号 NGCU０１）は遠心根と遠心副咬頭を欠損

する．もう１点は咬頭部のみである．

記載：標本番号 NGCU０１の歯の特徴は下記の通り

である．咬頭は細長く伸びていて，咬頭の遠心面観で

咬頭尖から基底へ唇側・舌側・唇側・舌側へと縦長の

ゆるやかな S 字型の湾曲を示す．唇・舌側面は滑ら

かな凸状面であるが，舌側面の凸状が特に強く蒲鉾型

である．幅約０．５mm の歯頸帯が歯冠基底に発達す

る．標本は遠心副咬頭と遠心根を欠損するが，１個の

小さい近心副咬頭（高さ３．９mm）と，鋭角で突き出

るような比較的大きい近心根（長さ，咬頭の約４分の

３）を持っている．歯根舌側隆起は顕著に突出し，栄

養溝で２分される．遠心へ弱く傾斜する歯冠と大きい

近心根から，右下顎第２前歯と考えられる．

計測値：歯冠舌側面高が１５．２mm，歯冠唇側面高が

１８．５mm，咬頭基底幅が５．３mm，歯冠幅が１０．０mm，

歯冠厚が５．０mm，歯根舌側隆起厚が７．５mm，近心根

長（栄養溝～心根尖）が１３．３mm である．

備考：本種は前述の種 C. acutissima の形態と似る

が，舌側面に線条がなく滑らかであること，そして，

咬頭尖から生ずる近遠心縁の刃部が基底部（咬頭尖か

ら約３分の２）付近で消失し丸くなる不完全な切縁で

あることが，大きく異なる．ヨーロッパ，ロシア，北

ア メ リ カ の 漸 新 世～中 新 世 で 発 見 さ れ て い る

（Cappetta，１９８７）．
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Family Lamnidae ネズミザメ科

Genus Carcharodon Müller and Henle，１８３８

ホホジロザメ属

Carcharodon carcharias（Linnaeus，１７５８）

図３，１６a

１９７９. Carcharodon carcharias（Linnaeus）：Uyeno et

Matsushima, pp.１３－１４，pl.１－７.

１９８４. Carcharodon carcharias （Linnaeus）：Goto ,

Kikuchi, Sekimoto and Noma, pp.４２２－４２５，pl.１.

１９９３. Carcharodon carcharias （Linnaeus）：Goto ,

Tanabe and Yoshikawa, pp. ３８－４０，pl. I , pl . II ,

figs.１，２.

２０００. Carcharodon carcharias（Linnaeus）：Yokoyama,

Goto and Shiba, p.４６，fig.７.

種の定義：中～大型の歯で，歯冠は唇舌側に圧縮さ

れる三角形を呈す．切縁は不揃いの粗い鋸歯を備え

る．

資料：岡町（産地 S２）の崎山シルト岩層粗粒砂質

部から１点（標本番号 NSCC０１）が採取された．歯根

と歯冠基底の両端を欠く不完全な右上顎側歯である．

記載：歯冠は鋭角の二等辺三角形に近いが，遠心へ

傾く，そして唇舌側に圧縮されて大きさの割に歯厚が

薄い．歯冠の舌側面は凸状であるが，唇側面は極めて

弱い凸状で，咬頭尖が唇側へ弱く傾くため咬頭尖付近

では弱い凹状面を示す．歯冠の近遠心縁は不揃いの粗

い鋸歯（約９～１０個／１cm）を伴う鋸歯縁である．

近心縁は咬頭尖から歯冠基底へ直線的に伸びている．

基底端を欠く遠心縁は，基底付近で弱い凹状のカーブ

を示す．

計測値：歯冠舌側面高が２６．８mm，歯冠唇側面高が

２７．６mm，歯 冠 基 底 幅 が２７．２＋mm，歯 冠 厚 が８．７

mm，近心縁長が３５．２＋mm，遠心縁長が２２．４＋mm

である．

備考：日本の Carcharodon carcharias は後期中新世

～現生（後藤ほか，１９９３）とされていたが，野村

（２００２）は中期中新世の七尾石灰質砂岩層からの産出

を報告した．Carcharodon 属に Carcharocles megalodon

や Isurus hastalis を含める説もあるが，単一種である

と考える．

Genus Isurus Rafineque，１８１０ アオザメ属

Isurus desori（Agassiz，１８４３）

図３，１３a

１８４３. Oxrhina desori Agassiz : pp. ２８２－２８３，pl. ３７，

figs.８－１３.

１９８５. Isurus desori（Agassiz）：Kuga, pp.７－９，pl.１，

figs.１－３，pl.２，figs.１－７，pl.３，figs.１－８.

１９８９. Isurus desori（Agassiz）：Karasawa, pp. １９－

２０，pl. II, figs.６－９.

１９９４. Isurus desori（Agassiz）：Kent, p.５６，text-fig.

１０．５，B-E.

２００２. Isurus desori（Agassiz）：Nomura, pp.２９－３０，

pl.２，figs.２，３.

種の定義：歯は中型．Isurus 属の中でも本種の前歯

の歯冠は細長く伸長し，咬頭先端がねじれるように弱

く唇側へ曲がる．近遠心縁は切縁で歯頸へ達する．

資料：海緑石砂岩層から歯根を欠く歯冠のみの標本

１点（標本番号 NGID０１）が採取された．

記載：歯冠部は細長く伸長し，遠心へ傾いている．

歯冠舌側面は凸状で蒲鉾型を示す．歯冠唇側面は弱い

凸状だが，咬頭尖が弱く唇側へ傾くため咬頭の上部が

ほぼ平面である．近遠心縁は鋸歯のない切縁で歯頸へ

達する．近心縁は極めて弱い凸状カーブを示すが，遠

心縁は基底部で弱く凹状にカーブし J 字型を示し，遠

心縁上部が唇側へねじれるように弱く曲がる．これら

の特徴から，標本は右上顎前歯と考えられる．

計測値：歯冠舌側面高が２１．３mm，歯冠唇側面高が

２２．２mm，咬頭基底幅が９．９＋mm，歯冠厚が５．７mm，

近心切縁長が２４．０＋mm，遠心切縁長が２１．６mm であ

る．

備考：歯形態は現生種 Isurus oxyrinchus の右上顎前

歯と似るが，I. oxyrinchus の遠心切縁が歯冠基底に達

しない点で異なる．一方，現生種 I. paucus の前歯の

切縁は歯頸にまで達するが，歯冠基底が比較的広く，

I. desori のような歯冠のねじれを示さない．ヨーロッ

パ，アフリカ，北アメリカの中新世と鮮新世に広く分

布する（Kent，１９９４）．

Isurus hastalis（Agassiz，１８４３）

図３，１７a，１８a

１８４３. Oxrhina hastalis Agassiz : pp.２７７－２７８，pl.３４，

figs.３－１７．

１８４３. Oxrhina xiphodon Agassiz : pp.２７８－２７９，pl.３３，

figs.１１－１７.

１９２１. Isurus hastalis（Agassiz）：Ishiwara, pp.２－６，

pl.１０，figs.１９－３２.

１９８５. Isurus hastalis（Agassiz）：Kuga, pp. １０－１３，

pl.５，figs.２，３, pl.６，figs. １－４, pl.７，figs.１－３．

１９８９. Isurus hastalis（Agassiz）：Karasawa, pp.２０－

２１. pl. III, figs.１－７．

１９９０. Isurus hastalis（Agassiz）：Uyeno, Kondou and

Inoue, pp.１８－１９，Fig.６．

１９９４. Isurus hastalis（Agassiz）：Kent, pp. ５９－６１，

fig.１０．６．
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２００２. Isurus hastalis（Agassiz）：Nomura, pp. ３０－

３２, pl.１，figs.２－５．

種の定義：中型から大型の歯である．歯冠は鋭角二

等辺三角形で，下顎前歯を除いて薄く，幅広い基底で

ある．刃部を伴う鋸歯のない切縁である．

資料：海緑石砂岩層から歯冠片も含めて６点（標本

番号 NGIH０１－０６）と，崎山シルト岩層（産地 S１）か

ら１点（上顎前歯，標本番号 NSIH０１，図３，１８a）が

採取された．

記載：上顎前歯（NGIH０１，図３，１７a）の特徴は下

記の通りである．大型の歯冠は唇舌側に圧縮され薄

く，歯冠基底で幅広くなる鋭角の二等辺三角形で，遠

心へごく僅かに傾くことから，右上顎第２前歯と考え

られる．歯冠舌側面は穏やかな凸状である．歯冠唇側

面はほぼ平坦だが，咬頭尖が唇側へ弱く傾くため咬頭

上部で弱い凹状面となる．幅約１．５mm の明瞭な歯頸

帯が歯冠の舌側面基底に発達する．近遠心縁は鋸歯の

ない切縁で，近心縁は直線状だが，遠心縁は基底でわ

ずかに湾曲し弱い J 字型を示す．歯根舌側隆起が弱

く，歯根は薄い．遠心根は短く根尖が丸みを帯びてい

ることから，近遠心根の根尖は半円形と推測される．

計測値：歯高が４７．１mm，歯幅が３３．１mm，歯厚が

８．７mm，歯冠唇側面高が３７．７mm，歯冠舌側面高が

３３．６mm，歯冠基底幅が２７．６mm，歯冠厚が７．４mm で

ある．

左上顎側歯（NGIH０３）の歯冠は上記上顎前歯の約

３分の２の大きさで，遠心へより傾斜する．近心縁は

直線状だが，遠心縁は基底部で前歯より強く湾曲する

J 字型を示す．その他は，上顎前歯を縮小した形態を

示す．

計測値：歯冠唇側面高が１９．６mm，歯冠舌側面高が

１９．５mm，歯冠基底幅が１６．１mm，歯冠厚が４．１mm で

ある．

備考：中新世の本種はヨーロッパ，南北アメリカ，

アフリカ，オーストラリアと広く分布する．少なくと

も中期鮮新世まで生息した（Cappetta，１９８７）．今

回，崎山シルト岩層から採取された標本（NSIH０１，図

３，１８a）は後期鮮新世までの生息を示唆した．標本は

歯根を欠き，歯冠基底の一部を欠損するが，近遠心切

縁の鋭い刃部が明瞭に残されていることから，一次堆

積化石と考えられる．

Isurus planus（Agassiz，１８５６）

図３，１４a，１５a

１８５６. Oxyrhina plana Agassiz : pp.２７４－２７５．

１９０７. Isurus planus （Agassiz）：Jordan, pp. １０７－

１０９，fig.９，（except upper right figure）．

１９８４. Isurus planus（Agassiz）：Uyeno and Uyematu,

p.３７，pl.４，figs. N-W, pl.５.

１９８５. Isurus planus（Agassiz）：Kuga, pp.９－１０，pl.

４，figs.１－５. pl.５，fig.１.

１９８９. Isurus planus（Agassiz）：Karasawa, pp.２１－

２２，pl. III, figs.８，９，pl. IV, figs.１－７.

１９９７. Isurus planus（Agassiz）：Yabe and Nagasawa,

pp.１８－１９. pl. I, figs,１，２，

２００２. Isurus planus（Agassiz）：Nomura, pp.３２－３５，

pl.２，figs.５－１０，pl.３，figs.１，２.

種の定義：中型歯．歯冠は遠心へ傾き，近心縁は凸

状に湾曲し，遠心縁は基底で凹状に湾曲し J 字型を示

す．刃部を伴う鋸歯のない切縁である．歯根尖は丸

い．

資料：海緑石砂岩層から歯冠片も含めて，６点が採

取された．

記載：左上顎前歯と同定されるほぼ完全な歯標本

（NGIP０１，図３，１４a）の特徴は下記の通りである．中

型の歯の歯冠は唇舌側に圧縮され薄く，遠心へ傾くや

や幅広い鋭角三角形である．歯冠の舌側面は凸状だ

が，唇側面はほぼ平面で，咬頭尖が唇側へ弱く傾くた

め咬頭上部が弱い凹状面を示す．近遠心縁は鋸歯のな

い切縁である．咬頭尖が遠心へ傾くことから，近心縁

は咬頭尖付近で緩く凸状にカーブするが，遠心縁は歯

冠基底付近で凹状に屈曲するため J 字型を示す．歯冠

の舌側面基底に幅約１．５mm の歯頸帯が発達する．歯

根は弱い舌側隆起を伴って舌側で歯冠より盛り上がる

が，唇側面はほぼ平面で歯冠部より少し下がる．弱く

突き出る近遠心根は半円形の根尖を形成する．

計測値：歯高が３８．１mm，歯幅が２７．２mm，歯厚が

８．０mm，歯冠唇側面高が２８．６mm，歯冠舌側面高が

２７．１mm，咬頭基底幅が２４．１mm，歯冠厚が７．１mm で

ある．

上顎側歯（NGIP０２，図３，１５a）は上記前歯の約３分

の２の大きさで，近遠心根尖を欠損する．歯冠の形態

は前歯とほぼ似ているが，咬頭尖の遠心への傾きが前

歯より強くなるため，近心縁の凸状カーブが強くな

り，遠心縁基底の凹状湾曲も強く明瞭な J 字型を呈す

る．

計測値：歯高が２２．２＋mm，歯幅が２０．０＋mm，歯

厚が５．２mm，歯冠唇側面高が１７．４mm，歯冠舌側面高

が１５．４mm，咬頭基底幅が１３．６mm，歯冠厚が３．７mm

である．

備考：Isurus planus の化石記録は，環太平洋地方

（カリフォルニア，オーストラリア，日本）と地理的に

限られている（Kuga，１９８５）．一時 Isurus hastalis の上

顎側歯にされた（Jordan and Beal，１９１３；Ishiwara，１９２１）
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が，上野・植松（１９８４）および Kuga（１９８５）によって，

Isurus planus が再提起された．日本で特に多産するの

は能登半島である．

Family Otodonidae オトドゥス科

Genus Carcharocles Jordan and Hannibal，１９２３

オオハザメ属

Carcharocles megalodon（Agassiz，１８４３）

図３，１９b

１９４３. Carcharodon megalodon Agassiz : pp.２４７－２４９，

pl.２９，figs.１－７．

１９８７. Carcharocles megalodon（Agassiz）：Cappetta,

p.１０３，fig.９１，A, B.

１９８９. Carcharodon megalodon （Agassiz）：Uyeno ,

Sakamoto and Sekine, pp.７６－８３，pl.１－１６．

１９８９. Carcharocles megalodon（Agassiz）：Karasawa,

pp.１６－１７，pl. IV, fig.１１，pl. V, pl. VI.

１９９４. Carcharocles megalodon（Agassiz）：Kent , p .

６９，fig.１０．１１，A-D.

１９９８. Carcharocles megalodon（Agassiz）：Yabe and

Hirayama, pp.４６－４７，fig.１１，fig.１２，

２００２. Carcharocles megalodon（Agassiz）：Nomura ,

pp.３６－３９，pl.１，figs. １a-c, pl.２，figs. １a-b.

種の定義：大型から超大型の歯で，歯冠は二等辺三

角形に近い．切縁はほぼ均一の細かい鋸歯を伴う．

資料：海緑石砂岩層から破損する２点が採取され

た．

記載：標本番号 NGCM０１の特徴は下記の通りであ

る．極めて大型の歯で，咬頭頂角度約５０度の二等辺三

角形に近い歯冠である．歯冠の舌側面は強く凸状に盛

り上がるが，唇側面の基底側約半分は平面状で，咬頭

尖側半分は弱い凸状を呈する．咬頭尖が唇側へ傾き，

近心面観で弱い凹状の湾曲を示す．近遠心縁はほぼ均

一の細かい鋸歯（１０～１２個／１cm）を伴う鋸歯縁で

ある．近遠心の両鋸歯縁は咬頭尖付近で弱く凸状に

カーブするが，基底へ弱く凹状にカーブする．凹状

カーブが僅かに強い縁が遠心鋸歯縁と推定される．

測定値：歯高が１１０．９＋mm，歯冠唇側面高が８３．３

＋mm，歯冠舌側面高が６３．８mm，歯冠厚が２３．７mm

である．

備考：歯冠輪郭が上野・坂本・関根（１９８９）の図版

６図 a-c と一致することから，右上顎第５歯（側歯）

と考えられる．C. megalodon は中新世と鮮新世の種

で，北アメリカ，ヨーロッパ，オーストラリア，

ニュージーランド，日本，インド，アフリカから報告

されている（Cappetta，１９８７）．

Genus Parotodus Cappetta，１９８０ パロトダス属

Parotodus benedeni（Le Hon，１８７１）

図３，１２a, c

１９８７. Parotodus benedeni （Le Hon）：Cappetta , p .

１０４，fig.９２，E-H.

１９８９. Parotodus benedeni（Le Hon）：Karasawa, p .

１８，pl. II, figs.３－５.

１９９４. Parotodus benedeni（Le Hon）：Kent, pp.６１－

６３，fig.１０．７，fig. B.１１.

２００１. Parotodus benedeni（Le Hon）：Purdy et al . ,

pp.１１０－１１３，fig.２３，fig.２４.

種の定義：中型歯だが，鋸歯のない切縁を伴う歯冠

基底は大変厚く，強い歯根舌側隆起を伴う非常にがっ

しりした歯である．前歯の歯冠は直立する二等辺三角

形だが，側歯の歯冠は遠心へ湾曲する．

資料：海緑石砂岩層から近遠歯根尖を欠損する右下

顎前歯１点（標本番号 NGPB０１）が採取された．

記載：下顎前歯は中型で，鋭角二等辺三角形の厚い

歯冠と，極めて強く盛り上がる歯根舌側隆起を伴う歯

根から成る．咬頭尖は遠心へ傾くことなく，直立する

歯冠である．近遠心縁は鋸歯のない切縁で，近心縁は

直線状だが，遠心縁は切縁中ほどから基底にかけて極

めて弱く凹状にカーブする．歯冠の舌側面は咬頭尖か

ら基底に強く凸状に盛り上がる．唇側面は上部で平面

状だが，歯冠中央から基底にかけて弱い凹状面を呈す

る．舌側の歯冠基底に幅広い（約７．５mm）の歯頸帯

が山型に発達している．歯根は舌側が強い凸状である

のに対して，唇側は凹状である．

計測値：歯高が３９．２＋mm，歯冠唇側面高が２９．６＋

mm，歯冠舌側面高が２０．４mm，歯冠基底幅が２２．９＋

mm，歯冠厚が１１．７mm，歯根厚が１４．５＋mm，歯根

幅が２４．３＋mm である．

備考：近遠心縁が真っ直ぐで，二等辺三角形の歯冠

は，Kent（１９９４）の図 B．１１の下顎前歯と一致する．

本種は前期漸新世から前期鮮新世におよび（Kent，１９９４），

ヨーロッパ，北アメリカ，西アフリカからの報告があ

る（Cappetta，１９８７）．単一種である．

Order Carcharhiniformes メジロザメ目

Family Carcharhinidae メジロザメ科

Genus Carcharhinus Blainville，１８１６ メジロザメ属

属の定義：小～中型の歯は上・下顎で異形歯性を示

す．上顎歯の歯冠は唇舌側に圧縮され薄く，前歯の歯

冠はほぼ二等辺三角形だが，側歯の歯冠は遠心へ傾く

三角形である．下顎歯は錐状に尖る歯冠と近遠心へ広

がる歯根を持つ．切縁は上下顎歯とも細かい鋸歯を備
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える．

Carcharhinus cf. egertoni（Agassiz，１８４３）

図３，４a

資料：崎山シルト砂岩層（産地 S２）から，不完全

な右上顎側歯の歯冠片１点（標本番号 NSCA０１）が

採取された．

記載：歯冠片は小型で，唇舌側に圧縮される三角形

で，歯冠舌側面は凸状だが，唇側面は平面状である．

咬頭尖が遠心へ傾き，近心縁は弱い凸状縁であるが，

遠心縁は基底近くで屈曲し弱い凹状縁となる．近遠心

縁は鋸歯縁である．鋸歯は咬頭尖で微細（３個／１

mm）であり，近心縁の鋸歯は基底に向かって漸次大

きくなる（１．５個／１mm）が，遠心縁の咬頭尖で微

細な鋸歯は遠心踵の境まで不規則に大きくなり，遠心

踵上の鋸歯は少し小さくなる（２個／１mm）．

計測値：歯冠唇側面高が８．２＋mm，歯冠舌側面高

が１０．２＋mm，咬頭基底幅が７．８＋mm，歯冠厚が２．７

mm である．

備考：上顎歯の鋸歯縁は基部に向かって漸次粗くな

る 鋸 歯 を 伴 う Karasawa（１９８９）の Carcharhinus

egertoni に類似するが，不完全な標本のため確定でき

ない．

Carcharhinus sp. １

図３，５a，６a，７a

資料：海緑石砂岩層から２点が採取されたが，いず

れも歯冠部のみである．崎山シルト砂岩層（産地

S１）から４点が採取され，内３点は歯根を伴うほぼ完

全な歯で，これらの歯の特徴は下記の通りである．

記載：上顎前歯（NSCS１０１，図３，５a）は小型の直

立歯で，唇舌側に圧縮される薄い鋭角二等辺三角形

で，歯冠基底が近心・遠心側に広がる．歯冠の舌側面

は凸状で，唇側面は極めて弱い凸状面である．近遠心

縁は歯冠基底が広がるため対称的な J 字型に屈曲し，

不揃いの微細な鋸歯（５～６個／１mm）を伴う鋸歯

縁で，その総鋸歯数は４０を超える．舌側の歯冠基底縁

は山型だが，唇側の歯冠基底縁はほとんど直線状であ

る．歯根は弱い舌側隆起を示し中央部が厚いが，唇側

面は中央部でごくわずかな膨らみを示すだけである．

歯根基底縁は直線状で，歯根唇側面は長方形を呈す．

計測値：歯高が１０．７＋mm，歯幅が９．８mm，歯厚が

２．８mm，歯冠唇側面高が８．０＋mm，歯冠舌側面高が

６．１＋mm，歯冠咬頭底幅が５．０mm，歯冠厚が２．５mm

である．

右上顎側歯（NSCS１０３，図３，６a）は小型で，唇舌

側に圧縮されて薄い三角形に近い．歯冠の舌側面は弱

い凸状面で，唇側面は弱い凹状面である．咬頭尖が遠

心へ傾き，近心縁が弱い凸状縁であるが，遠心縁はそ

の中ほどで折れるように遠心踵を形成する凹状縁であ

る．近遠心縁は不揃いな鋸歯を伴う鋸歯縁である．近

心縁の鋸歯は咬頭尖と歯冠基底で微細（６個／１

mm）であるが，切縁の中央へと漸次大きくなり，大

型の鋸歯の幅は微細鋸歯の３個分を超える．総鋸歯数

は３６個である．遠心縁の鋸歯も近心縁と同様で，鋸歯

縁の両端が微細で中央で大きく，特に遠心踵の始まり

の鋸歯幅は微細鋸歯の５個分を超える．総鋸歯数は２４

個である．歯根は舌側面で弱い舌側隆起を示し歯冠基

底より厚くなるが，唇側面では歯冠基底より下がり近

遠心側で弱い凹状を示す．歯根基底縁は弱い弓状で，

近遠心根は伸長せず，根尖は方形に近い．歯根の舌側

面中央に１個の栄養孔とそれから下方に伸びる栄養溝

がある．

計測値：歯高が１０．０mm，歯幅が１１．１mm，歯厚が

２．０mm，歯冠唇側面高が７．２mm，歯冠舌側面高が６．１

mm，歯冠厚が１．７mm である．

右下顎側歯（NSCS１０４，図３，７a）は小型で，細長

く遠心へ僅かに傾く歯冠と，近心・遠心側に伸びる歯

根から成り，逆 T 字型である．歯冠の舌側面は細長

い凸状の円錐形だが，唇側面はほぼ平坦である．舌側

面の歯頸帯は幅狭い明瞭な山型を呈する．近遠心縁は

鋸歯縁で，近心縁は弱く凸状にカーブし，遠心縁は弱

く凹状にカーブする．鋸歯縁上の不揃いの微細な鋸歯

は磨耗しているためその数は計測不能である．歯根の

舌側面は舌側隆起を示し歯冠基底より厚くなるが，唇

側面はほぼ平面である．歯根基底縁は弱い弓状で，近

遠心根は下方へ伸長せず，根尖は丸形である．歯根の

舌側隆起の中央に明瞭な縦の栄養溝がある．

計測値：歯高が９．２mm，歯幅が９．７mm，歯厚が２．９

mm，歯冠唇側面高が６．８mm，歯冠舌側面高が５．３

mm，咬頭底幅が３．２mm，歯冠厚が２．３mm である．

備考：前種 Carcharhinus cf. egertoni の鋸歯縁の鋸

歯の大きさと比べて小さいため，前種と区別した．ま

た，Karasawa（１９８９）の Carcharhinus priscus に類似

するが，確定できない．

Carcharhinus sp. ２

図３，８a，９a

資料：海緑石砂岩層から１点が採取され，崎山シル

ト砂岩 層（産 地 S１）か ら４点（左 上 顎 前 歯 NSCS

２０１；右上顎側歯 NSCS２０２；左上顎側歯２点）が採取

された．

記載：左上顎前歯（NSCS２０１，図３，８a）は歯冠近

心基底と近心根を欠くが，唇舌側に圧縮される鋭角の

ほぼ二等辺三角形の中型歯である．歯冠の舌側面は凸

状だが，唇側面はほぼ平面である．近遠心縁は不揃い
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（２～４個／１mm）の鋸歯縁で，近心縁は弱い凸状

で，遠心縁は弱い凹状縁である．ほぼ完全な遠心縁の

鋸歯数は約３５個ある．舌側の歯冠基底縁は山型だが，

唇側の歯冠基底縁はほとんど直線状である．歯根は舌

側隆起を示し中央部が厚いが，唇側面はほとんど平坦

である．舌側隆起の中央に弱い縦の栄養溝が確認でき

る．歯根基底縁は直線状で，遠心根は短く，歯根の唇

側面は方形を示す．

計測値：歯高が１３．６mm，歯幅が９．０＋mm，歯厚が

３．５mm，歯冠唇側面高が１０．３＋mm，歯冠舌側面高が

６．４mm，咬頭底幅が７．１mm，歯冠厚が２．４mm であ

る．

右上顎側歯（NGCS２０１，図３，９a）は咬頭尖と近心

鋸歯縁の鋸歯の一部を欠くが，ほぼ完全な歯である．

歯冠は唇舌側に圧縮される三角形に近く，歯冠の舌側

面は凸状で，唇側面は咬頭尖付近で弱い凸状だが基底

で弱い波状の凹凸を示す．咬頭尖が遠心へ傾き，近心

縁はほぼ直線状だか，遠心縁はその中ほどで折れるよ

うに遠心踵を形成し凹状縁となる．近遠心縁は不揃い

な鋸歯（３～１．５個／１mm）を伴う鋸歯縁である．

近心縁の鋸歯は約４０個で，遠心縁で約３５個である．舌

側の歯冠基底に幅約１mm の明瞭な歯頸帯が山型に発

達する．歯根は舌側面で舌側隆起を示し歯冠基底より

厚くなるが，唇側面で歯冠基底より下がる平面であ

る．歯根の舌側面は歯冠部より大きく，中央に１個の

栄養孔とそこから下方に伸びる栄養溝を備える．歯根

基底縁は弱い弓状で，近遠心根尖は短く，方形に近

い．

計測値：歯高が１７．１mm，歯幅が１９．７mm，歯厚が

４．１mm，歯冠唇側面高が１２．７mm，歯冠舌側面高が

８．１mm，咬頭底幅が９．４mm，歯冠厚が３．５mm であ

る．

備考：前種２種と比べて，歯が大きいことから，種

の同定はできないが，別種として区別した．

Family Sphyrnidae シュモクザメ科

Genus Sphyrna Rafinesque，１８１０ シュモクザメ属

属の定義：歯は小さく，上・下顎で異形歯性を示

す．下顎歯の咬頭は短い錐状である．上顎歯の歯冠

は，下顎歯と比べて，薄くて広い三角形である．上・

下顎歯とも鋸歯の無い切縁で，遠心踵が形成される．

Sphyrna sp.

図３，２a-b，３a-b

資料：崎山シルト砂岩層（産地 S１）から，左上顎

側歯と左下顎側歯の２点が採取された．

記載：左上顎側歯（NSSS０１，図３，２a-b）は近遠心

根端とその上の歯冠基底部を欠損する小型歯である．

歯冠は遠心踵を除くと遠心へ傾く鋭角の三角形で，歯

冠の舌側面は凸状で，唇側面は弱い凸状面である．近

遠心縁は鋸歯のない切縁で，近心縁は極めて弱い凸状

カーブを呈し，直線状の遠心縁はその基底にある明瞭

な切刻で約９０度の角度で屈曲し，遠心踵を形成する．

歯根は舌側面で弱い舌側隆起を示すが，唇側面では歯

冠基底より薄くなり歯根基底縁へ達する．

計測値：歯高が６．８mm，歯幅が７．７＋mm，歯厚が

２．５mm，歯冠唇側面高が５．５mm，歯冠舌側面高が４．７

mm，咬頭底幅が４．６mm，歯冠厚が１．８mm である．

左下顎側歯（NSSS０２，図３，３a-b）は咬頭尖を僅か

に欠損するが，ほぼ完全な小型歯である．細長く遠心

へ少し傾く歯冠と，近心・遠心側に伸びる歯根からな

り，逆 T 字型である．歯冠の舌側面は細長い凸状の

円錐状で，唇側面は弱い凸状面を呈する．舌側面の歯

頸帯は幅狭いが明瞭に近・遠心側に伸びている．近遠

心縁は鋸歯のない切縁で，近心縁は弱い凹状縁であ

る．一方，遠心縁は咬頭尖から歯冠基底へ直下し，切

刻で約９０度の角度で屈曲し，弱い凸状の遠心踵を形成

する．歯根は，舌側面で舌側隆起を示し歯冠基底より

厚い蒲鉾型になるが，唇側面では歯冠基底より下がる

平面である．歯根基底縁は弱い弓状であるが，歯根は

亜長方形で，近遠心根尖ややは丸い．歯根舌側面の中

央に明瞭な縦の栄養溝がある．

計測値：歯高が７．０mm，歯幅が９．６mm，歯厚が２．４

mm，歯冠唇側面高が６．５＋mm，歯冠舌側面高が４．１

＋mm，咬頭底幅が３．０mm，歯冠厚が２．０mm であ

る．

備 考：Cappetta（１９８７）と Yabe and Hirayama

（１９９８）が報告している Sphyrna zygaena（Linnaeus）

に類似するが，確定できない．

４．まとめ
本研究により，能登半島南部の七尾市の崎山半島に

分布する中部中新統海緑石砂岩層と上部鮮新統崎山シ

ルト岩層から産出したサメの歯化石は，６科８属１３種

であることが明らかになった．それぞれの産出層別で

は，下記のようになる．

１）中部中新統海緑石砂岩層産のサメ類化石
中部中新統の海緑石砂岩層から産出したサメ類化石

は Dalatias licha , Carcharias acutissima , Carcharias

cuspidate, Isurus desori, Isurus hastalis, Isurus planus,

Carcharocles megalodon, Parotodus benedeni, Carcharhinus

sp.１，Carcharhinus sp. ２の５科６属１０種 で あ る．絶

滅種 Parotodus benedeni は産出が世界的に稀であるこ

とから外洋に生息したと考えられる（Cappetta，１９８７）．

現生のサメ類を研究している Castro（１９８３）によれば，
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Dalatias licha が外洋深海性で，Carcharias 属が浅海性

で，Isurus 属と Carcharhinus 属が浅海～外洋性であ

る．なお，これらは暖帯から温帯の海域に生息するサ

メである．一方，共産したシカの顎化石（野村・高

�，２０００）や植物化石などから，陸上からの流水があ

る浅海域に堆積したと考えられる．

２）上部鮮新統崎山シルト岩層産のサメ類化石
上部鮮新統の崎山シルト岩層から産出したサメ類化

石は Carcharodon carcharias, Isurus hastalis, Carcharhinus

cf . egertoni , Carcharhinus sp .１，Carcharhinus sp .２，

Sphrna sp.の３科４属６種である．現生種の生息域

（Castro，１９８３）から判断して，これらは浅海から外

洋性で，暖帯から温帯の海域に生息していた．本層が

堆積した海を氷見海と呼んだ Kaseno（１９６３）は，鮮

新世の氷見海はより冷たく外洋性で（中略）氷見海の

かなり深い海底に軟体動物の貝殻と浮遊性有孔虫類の

豊富な化石を含むシルト岩が堆積した，と報告してい

る．だが，今回のサメの歯化石の産出は，長い堆積期

間には浅海や暖流の影響下の時代もあったことを示唆

している．

３）七尾の中期中新世～後期鮮新世に生息したサメ
表２は 本 報 告 種 に 先 行 研 究（Ishiwara，１９２１；

Karasawa，１９８９；野村ほか，１９９１；野村，２００２）の

中部中新統七尾石灰質砂岩層と半ノ浦礫岩層産のサメ

種を加えて，七尾地域でのサメ種とその生息期間につ

いてまとめたものである．この表から以下のことが考

えられる．

� 石川県七尾市地域の中期中新世～後期鮮新世に生

息したサメ化石種は９科１４属２０種である．

� これまで日本での Isurus hastalis について，Kuga

（１９８５）は鮮新世で明瞭な産出はないと，Yabe &

Hirayama（１９９８）は漸新世から後期中新世まで生

息したと報告している．一方，上野ほか（１９９０）は

前期鮮新世からの歯群を報告している．世界的には

Cappetta（１９８７）が中新世の種であるが，少なく

とも中期鮮新世に至ると報告している．今回 Isurus

hastalis（図３，１８a）が崎山シルト岩層から産出し

たことで，Isurus hastalis は後期鮮新世まで生息し

たと考えられる．

� 七 尾 石 灰 質 砂 岩 層（１４Ma）の 優 占 種 Isurus

planus が海緑石砂岩層からも産出し，海緑石砂岩層

堆積時まで生息したことが明らかになった．しか

し，後期中新世の 軟 骨 魚 類 動 物 群（Yabe and

Hirayama，１９９８）に Isurus planus が含まれていな

いことから，Isurus planus は中期中新世で絶滅した

と考えられる．

� 海緑石砂岩層と崎山シルト岩層から産出した中型

歯の Carcharhinus sp. ２は，メジロザメ類の歯約

４６０点を産出した七尾石灰質砂岩層から見つかって

いないことから，海緑石砂岩層堆積時以降に出現し

たらしい．
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種 名
中新世 鮮新世

前 中 後 前 後

Hexanchus gigas

Dalatias licha

Squalus occidetalis ？

Pristiophorus cf.lanceolatus

Squatina sp.

Carcharias actissima

Carcharias cuspidata

Carcharodon carcharias

Isurus desori

Isurus hastalis

Isurus planus ？

？

？

？Isurus sp.

Carcharocles megalodon

Parotodus benedeni

Carcharhinus cf. egertoni

Carcharhinus sp.１

Carcharhinus sp.２ ？

Galeocerdo aduncus

Negaprion sp. ？

？

？

Sphyrna sp.

表 2 七尾地域に生息した化石サメ種
中期中新世は，七尾石灰質砂岩層，半ノ浦礫岩層および海緑
石砂岩層から産出したサメ種を含む．
後期鮮新世は，崎山シルト岩層から産出したサメ種を表す．

：七尾以外で生息， ：七尾で生息，
：不確かな生息
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図３ サメの歯化石
a：舌側面観，b：唇側面観，c：側面観を示す．
各スケールの１間隔は１mmを表す．

１：Dalatias licha（Bonnaterre），左下顎歯，標本番

号 NGD０１．

２：Sphyrna sp., 左上顎側歯，NSSS０１．

３：Sphyrna sp., 左下顎側歯，NSSS０２．

４：Carcharhinus cf. egertoni（Agassiz），右 上 顎 側

歯，NSCA０１．

５：Carcharhinus sp.１，上顎前歯，NSCS１０１．

６：Carcharhinus sp.１，右上顎側歯，NSCS１０３．

７：Carcharhinus sp.１，右下顎側歯，NSCS１０４．
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図３ サメの歯化石
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